































































































































































































研究室 A B C D E F G H I J K L M
学生数 １０ ９ ８ ８ ７ ７ １０ １２ ５ １０ ９ ６ ９
表２ ある試行における研究室ごとの希望学生数の例





































































































































































































































































“研究室 A” “学生１” “学生２”



























６ ま と め
本研究では，研究室配属プロセスにおける諸問題を情報システムの実装に
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